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ら 35年にかけて一人当たり居住面積は全国平均で 5.9から 6.6 m2に増大しているのに、極東で
は逆に 4.3から 3.7 m2へと減少した。住宅フォンドのかなりの部分はバラックタイプの木造家屋
で、大建設の為に極東地方にきた労働者はテント、穴小屋に住まざるをえなかった。その他の基
本的な居住環境も劣悪だった。諸都市は水の供給で困難に遭遇した。ロシア平均で 36年に住宅
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文盲との闘いであった。23年に政府の布告が出ると 24年 3月には「文盲よ去れ！」協会 ОДН
極東支部が設置され、様々なスローガンを掲げた文盲撲滅のキャンペーンが始まった（18-35歳
の文盲は約 12万と推定）。文盲解消地点で基本事項を学び、次に半文盲学校で解消を目指した
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（1） Натилья Геннадьевна Кулинич氏は、太平洋国立大学（ロシア連邦、ハバロフスク）の准教授で、2014年 5月
から 8月まで東北大学東北アジア研究センターに客員教授として滞在した。
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